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1. はじめに 

廃棄物検討分科会は平成 28 年 5 月から福島第一原子力発電所（1F）廃炉等で発生する放射性廃棄物の

対策のあり方（放射性廃棄物管理シナリオの分析）に係る検討を進めている。検討の内容は、廃棄物発生

量の予測と特性評価、廃棄物管理シナリオの想定と分析などから構成される。廃棄物管理シナリオは、安

全性、経済性、社会的受容性など様々な観点が必要であり、各種作業に対応して幾つかの廃棄物管理シナ

リオの想定と分析を実施する予定である。本報告ではこれまでの検討と今後の計画について紹介する。 

2. 検討方法 

1F 廃炉で発生する放射性廃棄物の管理では、事故対応からサイト修復までの一連の取組を総合して検討

する必要がある。また、廃炉・環境修復の計画検討においては放射性廃棄物管理シナリオの最適化が必須

の課題である。そこで、事故炉の廃止措置及び原子力サイトの環境修復に係る報告書をレビューするとと

もに 1F における廃棄物管理の現状調査を進めた。特に、廃炉・環境修復の幾つかのエンドポイントに対し

て基本的な廃棄物管理シナリオを出来るだけ定量的に評価することを目的に検討を進めている。 

3. 報告書レビュー 

幾つかの報告書では、事故後の活動を事故対応、安定化、事故後クリーンアップ、（安全貯蔵）、施設解

体（廃止措置）、環境修復などに分類して、廃棄物管理に係る長期戦略を決定することの重要性が指摘され

た（例えば、[1]、[2]）。また、長期戦略の検討にはこのためには施設解体（廃止措置）やサイト環境修復

のエンドステートを明らかにすることの重要性についても指摘されている。 

4. シナリオの検討 

事故後の様々な活動（燃料デブリ取出などを含む）で発生する放射性廃棄物は 1F サイトに保管され、特

性調査、安定化処理、減容処理、廃棄体化処理などが実施されることになる。放射性廃棄物対策では 1F サ

イトの地理的条件や既存施設の状況などから、サイトを幾つかの領域に区分して、除染、廃棄物の貯蔵、

廃棄物処理などに係る活動が実施されてきた。そこで、廃棄物管理シナリオの検討では区分した領域ごと

に事故対応から環境修復までの活動に対して時間軸をパラメータに廃棄物発生量の予測及び廃棄物管理の

安全性、経済性、社会的受容性に関する評価を行う。 
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